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；令水病による被害 冷水病の外患症状を呈したアユの

死亡が 7月2日からみられ，特に 7月3日から 15日にか

けては，各淵に数尾ずつ死亡魚が見られる状況が続いた。

そこで，冷水病が終息、したと考えられた8月6日に再び潜

水目視調査を実施した。その結果，アユの生息数は 5,183± 

1,597尾と推定された。解禁日の生息数を 59,000尾と仮定

300 すると， 8月 l日までの釣獲尾数の推定値が 15,719尾なの

降 で，約 38000尾が釣獲以外の要因によって減耗したこと
200 7K 

小河川に放流されたアユの回収率（平成27年度）

目的

効率的なアユ放流事業を実施するためには，放流アユの

定着率，入漁者数，漁獲量を評価する必要がある。そこで，

小河川において放流されたアユの定着率を潜水目視調査

から推定した。加えて，クリールセンサスから入漁者数，

釣獲尾数を推定し，回収率を算出した。

材料および方法

調査場所 調査は思川水系黒川の小来川｜地区（黒川漁協

管内）で行った（図 1）。漁場流程は5,451m，平水時の川

幅は約 10mである。これより上流ではアユの放流は行わ

れておらず，下流には遡上不可能な堰があるため，この区

間に放流されたアユのみが生息している。漁法は，竿釣り

（友釣り， ドブ釣り）のみが許可されている。

4月9日にダム湖産系人工産種苗 59,000尾（平均6.7g) 

を，約 30地点に分散放流した。放流時の水温は 8-9.8°C

であった。平水流況に対する放流密度は 1.08尾／m2だが，

放流から解禁まで渇水流況が続いたため（図 2），実際の

放流密度は 1.29尾／m2（平均川1j煽 8.4 m）であった。

図l 調査場所 （写真は地点⑦）
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図2 河川水温と降水量の推移

（降水量は今市観測所のデータより）

調査方法 13カ所の調査区間（図 1）を設定し，潜水目

視調査から生息、数を推定した（方法の詳細は p.31参照）。

クリ ノレセンサスから釣獲尾数，入漁者数を推定した。I)

1黒川漁業協同組合
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結果および考察

解禁までの定着率 6月4日（放流から 56日後，アユ

漁解禁の 9目前）の生息数は， 66,700± 9,800尾と推定

された。点推定値が放流尾数（59,000尾）を超える結果と

なってしまったが，少なくとも放流から解禁までの減耗は

ほとんど、なかったものと考えられた。

入漁者数と釣獲尾数 6月 13日から 10月 31日までの

遊漁期間中で釣りが可能な条件であった84日間中29日間

でクリールセンサスを実施した（図 3）。シーズンを通した入

漁者数と釣獲尾数は927人， 16662尾と推定された（表 1）。
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図3 調査実施日に確認できた入漁者数と釣れ具合の推移

になる。解禁までの減耗はほとんど無く ，解禁後について

もカワウやサギといったアユを捕食する鳥類の飛来は見

られなかったことから，この減耗の大部分は冷水病による

と考えられる。

回収率 回収率（釣獲尾数／放流尾数× 100）は28.2%

であった。また，放流アユの種苗代と入漁者数から試算す

ると，釣り人 l人 l日あたり 2,514円（233万円 I927人）

の種苗代をかけて釣り場を造成したことになる。日券が

2,700円（年券は 10,000円）なので，日券の釣り人につい

ては 186円の黒字である。

今後の漁場運営のために 冷水病発生前で、ある解禁か
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ら 20日間の入漁者数と釣獲尾数がシーズン全体の 60%

(556人）と 82%(13,616尾）を占めていた。このように，

今回調査した漁場における最大の問題点は冷水病被害で‘

ある。冷水病が克服されるのが理想であるが，短期的には

冷水病発生を前提とした漁場運営が必要である。現状では，

放流したアユの 64% (38 000 I 59 000×100）が利用される

ことなく減耗している。放流量と釣れ具合，入漁者数の関

係をモニタリングしながら初期放流量を減らして，その分

を冷水病終息後の追加放流に回すといった対策も今後検

討するべきかもしれない。また，放流量を減らした場合，

放流後の成長率が向上することが期待できる。今回放流し

た6.7gの種苦の日間成長率は 2.68%であったが， 3.14%以

上の日間成長率が得られれば同時期に 5gの種苗を放流し

ても解禁時のサイズは変わらないと試算される。小型種苗

ほど l尾当たりの単価が安くなるので，解禁時のサイズを

モニタリングしながら放流サイズ、を小型化していくこと

も有効であると考えられる。
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表 l 入漁者数と釣獲尾数の推定結果

解禁力、らの 釣り可能調査日数確認できた釣果を聞き取った 推定値

日数（日） 日数（日） （日） 入漁者（人） 入漁者（人） 入漁者数（人） 釣獲尾数（尾）
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調査試験報告要旨

小河川に放流されたアユの回収率（p37-38)

小河川に放流されたアユの回収率を調査しまし

た。その結果，回収率は 28.2%でした。また，放

流アユの種百代と入漁者数から，釣り人 l人 1日

あたり 2,514円で釣り場が造成されていました。

放流から解禁までの減耗はほとんど無かったもの

の，解禁後には釣り以外の要因で64%が減耗した

と考えられました。
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